
児童発達支援  （別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 13 （回答者数） 7

～ 2025年3月31日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 保護者の方が話しかけやすい雰囲気作りを工夫する。

2 個々にとってプログラムが楽しめるものとなるよう努める。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 グループへの参加など。

2 保健所、子ども園等への配信。

3

保護者の悩みを聞き、いつでも相談にのれること。 子ども担当、親担当と職員を配置している。

個別、グループの両方で関われること。 個々の発達に応じたカリキュラムを立てている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

きょうだい児に対するケア。 きょうだいに対する、相談も受ける。

地域への発信。 親子教室など、イベントの開催。

2024年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援 さんむままのりあ

○保護者評価実施期間 2024年10月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


